






学 位 の 種 類
学 位 記 番 号
学位授与年 月日
学位授与の要件
学 位 論 文 題 目
論 文 審 査 委 員
あん ど う ほ う
安 藤 豊
農 学 博 士
農 第277号
昭和59年12月13日
学位規 則第5条 第2項 該 当
水 田にお ける窒 素の挙動 と水稲 の生 育 ・
窒 素吸収
(主 査)
教授 庄 子 貞 雄 教授 星 川 清 親
教授 大 平 幸 次
一47一
論 文 内 容 要 旨
1序 論
本研究は,第1に 水田土壌中での窒素挙動および水稲の窒素吸収とそれに開与する要因を窒素
の由来別(施用窒素,地 力窒素)に検討 し,その相互関係を明らかにする事を目的とし,第2に 由
来別窒素の水稲生育に果す役割を,定量的に圃場において把握す る事を目的に行なったものである。
重窒素 トレーザー法は最近著 しい進歩をとげ,上記の研究のためにきわめて有効な手段となっ
ている。 しかしながら,圃場 レベルで上記の問題 とくに,窒素の水稲生育に果す役割を検討 した
例はほとんどみられないか,い まだ不充分な現状であ る。本研究は,主 に圃場で重窒素 トレーサ
ー法を使用 して行なったものである。
π 水 田 土 壌 中 に お け る基肥 ・追 肥 ・地 力 由 来 窒 素 の 挙 動
宮城県内,福 島県内の現地圃場において,基 肥 ・追肥 ・地力由来の窒素の挙動を,それ に関与
する要因か ら検討 した。さらに,地力窒素の無機化過程を培養実験により明 らかに した。
稲作期間は,土壌アンモニアレベルか ら,最高分げつ期までと,そ の後の期間に分けられる。
































地力窒素の無機化 と18℃変換 日数の関係をみると,地力窒素の無機化は,分解の速い反応 と,
分解の遅い反応の2つ の成分の合成として示される(図6)。 分解の比較的速い部分の分解が終
了するのは,圃場で土壌アンモニアの消失する時期とほぼ一致 した。施用窒素の固定は,無 地力
窒素の無機化と比較 して低温で も活発に起きる事が明 らかとなった。
皿 水 稲に よる施肥及び地 力窒素の吸収 と生育
宮城県内,福 島県内の現地水田を使用 して,水稲による施肥および地力窒素の吸収と,土壌の








同じであった。 この有機物施用 による窒素吸収速度の低下は生育阻害物によるものとみ られた。













挙動に関与する要因か ら3つの段階にわけられた(図9)。 第1段 階は,追肥窒素が田面水か ら














土壌中のアンモニァが消失 した後に形成された新葉身中の転流窒素量(地 力+基肥)を 推定 し
た(図10)。転流窒素の内訳は,多肥区程,基 肥に由来する窒素が多かった。また,新葉身の形
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18℃ 変 換 日 数(大)
第6図 地 力 窒 素 無 機 化 量 と18℃ 変 換 日 数 の 関 係

















































第7図 積 算 有 効 温 度 示 数 と 水 稲 の 窒 素 吸 収
L21.31.41,5NHqNm9/1009
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第1表 土壌 ア ンモニア中の基肥 由来 ア ンモニァの占め る割 合(%)
























第2表 最 高分げつ期,土 壌 ア ンモニ ア消失 時,最 高分げつ期の
窒素 含量,窒 素集 積量 が1'泥撃/E転W./日以下 になる時の関係























































第3裏 土壌中の全アソモニア,基肥由来,地 力由来 アンモニアの変異(移植期)




セ ン タ ー 圃 場




































































































水稲の初期の生育は,基肥窒素に大きく依存 しているが,地 力窒素と施肥窒素は,単 位重量当
でみると生育に対 して同等の貢献を していることが確認された。また基肥窒素の眼収は,生育初




上有益な成果を示 した。よって著者 は,農学博士の学位を授与される資格があるものと判定 した。
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